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科目名称： 工学倫理

モジュール名称： MOTにおける倫理的考慮の重要性（１）

実証講義要録
実証講義タイトル： 

科学･技術の倫理

実証講義日時・場所：

２００３　年　１２　月　８　日　　　　場所　名古屋大学全学教育棟1A教室　　　　　　　　　
実証講義担当者：

所属：　名古屋大学情報科学研究科　　　　氏名：　戸田山和久　　　　　　　　　　　　　
参加対象者属性

(1) 名古屋大学２年生

　　　　　

参加者人数

　　　　　　　　　　　２７　　　　　　　　　人

概要：

非常に広範かつ甚大な被害をもたらした技術災害（インド・ボパールのイソシアン化メチル漏洩事故）を事例として考察することを通して、MOTの観点から見たマクロレベルにおける倫理的考慮の重要性を認識する。

integrityの高い仕事とは何かを、技術者としての「誇り」と結びつけながら考察し、誇り高い仕事を気持ちよく行うことが、ミクロレベルにおいていかに倫理的考慮とかかわりをもちうるかについて理解する。自らの仕事のintegrityの度合いが、ストレートに公共的意味をもちうる仕事として技術者の仕事を位置づけ、ミクロレベルでの倫理的考慮とマクロレベルでの倫理的考慮をいかに結びつけるべきかを考える。このため、技術災害のケース・スタディを含む講義と「どのような仕事がintegrityの高い仕事であるか」についてのディスカッションを行う。

受講者の意見等に基づく改善の方向性：

1.技術災害事例を用いた授業は、技術災害のディテールの解説に時間をとられてしまい、そこから学ぶべき倫理的事項の解説に十分な時間が割けないきらいがある。災害のディテールをできるかぎり直感的にわかりやすく、しかし正確に提示するための、視覚教材等の工夫が必要である。

2.「integrity」という語は、聞き慣れないことばらしく、とまどいがあった。適切な日本語訳を見つける必要がある。

3. 「どのような仕事がintegrityの高い仕事であるか」についてのディスカッションは、対象がまだ仕事の経験のない大学生2年生ということもあり、割愛した。社会人学生対象の場合は、このディスカッションの部分を拡大し、そこで出てきた意見を、さまざまな角度から検討していく形式の授業として組み立てることも可能ではないだろうかと考える。
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